
⼤阪府薬剤師会が進める認定薬局
の啓発活動や認知度向上に向けた
取組みについて

大阪府薬剤師会
副会長 伊藤 憲一郎
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地域連携薬局数（全国）
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専⾨医療機関連携薬局数（全国）
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大阪府薬剤師会認定かかりつけ薬局の更なる発展のための研修会

基準薬局制度の発展的解消を受け、本会独自の認定制度として平成27年4月1
日より大阪府薬剤師会認定かかりつけ薬局を開始いたしました。しかしながら、近
年の薬局機能を巡る認定制度の大きな変化を鑑みて本会で議論を重ねた結果、
令和6年度の認定を最終とし、令和9年度をもって本制度を終了させていただくこと
といたしました。

つきましては、本制度参加薬局に地域連携薬局に移行していただく、地域連携薬
局の取得のための研修会を開催いたしますので、ご参加いただきますようよろしく
お願いいたします。

日時：令和７年11月15日（土）14時30分～16時30分（予定）
開催方法 ：ZoomウェビナーによるWeb研修
対 象：大阪府薬剤師会認定かかりつけ薬局制度参加薬局(更新未薬局も含む)
受講費：無料
定 員：1,000名（定員になり次第終了）
内 容： １．「地域連携薬局の活動について」

２．「行政が求める地域連携薬局について」
３．「地域連携薬局の申請事項について」
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令和７年度
地域医薬品提供体制構築推進事業
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地域医薬品提供体制の視点

これまで各薬局の個々の努力により、また薬剤師会組織
による会員相互扶助の観点で取り組んできた医薬品・薬
剤師サービス提供を「地域体制」の観点から再点検・再構
築する必要があり、そのためには、薬局間の連携と、薬
局間連携の核となる地域薬剤師会の役割が重要となると
ともに、行政的視点からの「当該地域の医療提供体制に
則した医薬品提供体制」の視点が必要となると考えてい
ます。
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地域医薬品提供体制協議会設立の経緯

厚生労働省では、令和7年度より「地域医薬品提供体

制構築推進事業」を通じて、地域における医薬品の安
定供給体制の整備と多職種連携の強化を推進してい
ます。特に在宅医療の拡充や災害・感染症対応におい
て、薬局と医療・介護・行政の連携が不可欠であり、市
町村行政との協働は制度運用上も実務上も極めて重
要です。
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協議会の設置目的

大阪府薬剤師会では、地域の薬局・医療機関・行政・介
護関係者が連携し、以下の体制整備を進めるため、市町
村ごとに「地域医薬品提供体制協議会」を設置することを
検討しております。

地域薬局機能の把握と情報共有

夜間・休日対応体制の構築

在宅医療支援体制の整備

災害・感染症時の医薬品供給体制の構築

地域の備蓄医薬品リストの整備と情報共有
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地域医薬品提供体制協議会の構成員

1. 地域薬剤師会の代表者

2. 地域薬局連絡会の代表者

3. 地域医師会及び地域歯科医師会の代表者

4. 市町村の関係部署職員（健康推進課等）

5. 地域内の病院の薬剤師の代表者

6. 必要に応じて、学識経験者または外部専門家

7. 訪問看護ステーション、地域包括支援センター等の関

係者

ただし、4～７については地域の事情を鑑み、必ずしも構
成メンバーとする必要はない。
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地域医薬品提供体制構築実施計画

ＳＴＥＰ１（１年目）

地域薬局機能の把握・活用

医薬品提供体制協議会の立ち上げ

実施計画の策定

地域薬局機能リストの整備

薬局の夜間・休日対応、在宅支援機能の明示・効果的
な地域住民等への周知

薬局リスト掲載内容に関する地域住民等からの問合せ
受付体制を設置
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地域医薬品提供体制構築実施計画

ＳＴＥＰ２（2年目）
 地域の備蓄医薬品リストの整備・共有

 地域における医療用麻薬供給のフローの作成

 無薬局地域における医療提供体制のフローの作成

 多職種（医療機関、訪問看護ステーション等）連携窓口の設置

 在宅患者だが外来対応になっている患者への対応の協議

 退院時カンファレンス、サービス担当者会議等への薬局薬剤師
の参加の促進

 協力薬局による訪問服薬指導支援

 個々の薬局で解決できない課題の相談窓口の設置

 災害時BCP・感染症流行時BCPの策定
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地域医薬品提供体制構築実施計画

STEP3（３年目以降）

ＰＤＣＡサイクルの構築・実行
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まとめ

地域医薬品提供体制構築推進事業では

 厚生労働省の制度的支援により、地域医療・薬局連携の強化が
求められている

 地域医薬品提供体制協議会は、医療・介護・行政・薬局が連携す
る実務基盤

 地域薬局連絡会を通じて、薬局機能の「見える化」と現場支援が
進む

 災害・感染症・在宅医療など、薬剤師の役割は今後さらに拡大 21


